
　

弊
社
は
、
明
治
36
年
に
創
業

し
、そ
の
後
法
人
化
し
ま
し
た
。

　

従
業
員
28
人
と
と
も
に
、
主

に
豆
腐
の
製
造
を
行
っ
て
い

て
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
小
売
店
や
各
種
施
設

な
ど
に
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

豆
腐
の
製
造
は
、
ま
ず
原
材

料
と
な
る
大
豆
を
水
で
洗
い
、

一
晩
中
水
に
浸
け
る
こ
と
か
ら

始
ま
り
ま
す
。
そ
の
後
、
豆
腐

の
も
と
に
な
る
豆
乳
と
お
か
ら

に
分
け
、
豆
乳
を
型
枠
の
容
器

に
入
れ
プ
レ
ス
機
で
押
し
固
め

ま
す
。

　

製
造
過
程
の
中
で
最
も
重
要

な
工
程
は
、
大
豆
か
ら
抽
出
し

た
豆
乳
に
、
に
が
り
（
凝
固
剤

の
一
種
）
を
加
え
る
と
こ
ろ
で

す
。
加
え
る
量
に
よ
っ
て
豆
腐

の
味
が
左
右
さ
れ
る
の
で
、
豆

乳
濃
度
、
味
な
ど
の
確
認
を
複

数
の
係
員
で
行
い
ま
す
。ま
た
、

大
豆
は
一
つ
と
し
て
同
じ
も
の

が
な
い
た
め
、
状
態
を
見
極
め

る
力
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　

製
造
時
の
課
題
は
、
大
量
の

お
か
ら
が
出
て
し
ま
う
こ
と
で

す
。
そ
の
た
め
、
弊
社
で
は
お

か
ら
の
ペ
レ
ッ
ト
化
を
目
指
し
、

固
形
燃
料
や
畜
産
の
飼
料
な
ど

に
再
利
用
で
き
な
い
か
と
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
食
材
の
再
利

用
は
、
食
品
会
社
に
と
っ
て
、
重

大
な
使
命
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

地
産
地
消
の
観
点
か
ら
も
、

大
洲
産
業
フ
ェ
ス
タ
な
ど
で
農

商
工
業
の
連
携
を
深
め
た
事
業

に
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組

み
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
弊
社
で
は
、
県
内
で

も
ご
く
少
数
の
企
業
し
か
扱
っ

て
い
な
い
「
し
め
豆
腐
」
を
製

造
し
て
い
ま
す
。
手
間
暇
の
か

か
る
商
品
で
す
が
、
南
予
の
伝

統
的
食
文
化
継
承
の
た
め
に
も

継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　

今
後
も
お
客
様
に
喜
ん
で
い

た
だ
く
た
め
に
、
従
業
員
と
も

ど
も
安
全
安
心
で
、
お
い
し
い

豆
腐
の
提
供
に
努
め
ま
す
。

【がんばる市内企業の事業活動や事業展開を紹介します】

㈲ 中 川 食 品
～安全安心な商品の提供を使命に～

◇所在地　大洲市大洲
◇電　話　24－2881

野　鳥

チュウサギ（中鷺）
ペリカン目　サギ科
大きさ69㎝

　夏鳥として、東南アジアなどからやって来るサ
ギの仲間です。大きさはコサギより少し大きめで、
群れをつくらず、多くても数羽で乾いた草地など
で餌を捕っています。個体数も少なく、準絶滅危
惧種に指定されています。田んぼや畑に群がるシ
ラサギ類はどれも同じに見えますが、じっくり観
察すると、オレンジがかったアマサギ、足の指先
が黄色いコサギ、大きくて目先が緑がかったダイ
サギ、そしてくちばしが黄色くて先端部が黒い本
種と、いろいろな種類が混じってトラクターの後
を追いかけているのを目にします。一昔なら牛の
後を付いて歩いていたのでしょうが、彼らも人間
の生活スタイルにちゃっかり便乗して、たくまし
く命をつないでいます。

ＮＰＯ法人かわうそ復活プロジェクト㋟

が
ん
ば
る
大
洲
企
業

文化財

宇
う

津
づ

のモッコク
大洲市指定天然記念物
個人所有

　江戸時代、宇津村の庄
屋を務めた大野家の墓地
の一隅にある本樹は、樹
高約１３ｍ、根回り１１ｍ、
目通り周２.7ｍになり、樹
齢は約３００年と推定されます。
　モッコクは、山に野生したものが多く見られま
すが、この木は大野家が墓を造る際に植栽したか、
野生樹を保護したものと思われます。
　本樹は、市内のモッコクの中でも最大のもので、
同じ敷地内にあるネズミサシも天然記念物に指定
されています。

　（昭和37年11月 ３ 日指定）

シリーズ
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こ
ん
に
ち
は
市
長
で
す

　

明
治
の
時
代
は
、
そ
れ
ま
で
の
鎖

国
政
策
か
ら
世
界
の
荒
波
の
中
へ
日

本
丸
が
出し
ゅ
っ
ぱ
ん帆し
、
さ
ま
ざ
ま
な
外
国

と
の
新
し
い
関
係
を
築
き
あ
げ
る
た

め
、
血
の
に
じ
む
よ
う
な
思
い
で
日

本
の
変
革
が
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

殖
産
興
業
と
い
う
名
の
も
と
に
官

営
鉄
道
や
汽
船
が
発
足
す
る
と
と
も

に
、
鉱
山
な
ど
の
事
業
を
行
い
、
群

馬
県
に
は
、
富
岡
製
糸
場
な
ど
の
官

営
工
場
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。
欧
米

化
が
進
み
、
日
本
の
旧
来
の
文
化
が

変
革
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
時
代
に
、

純
和
風
の
茶
室
を
主
体
と
し
た
臥
龍

山
荘
が
建
設
さ
れ
た
こ
と
は
、
大
洲

と
い
う
地
域
が
、
経
済
的
に
も
文
化

的
に
も
当
時
の
日
本
の
風
潮
を
跳
ね

返
す
だ
け
の
力
を
秘
め
て
い
た
証
で

は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
臥
龍
山
荘

は
明
治
33
年
か
ら
順
次
着
工
さ
れ
、

明
治
40
年
に
竣
工
し
て
い
ま
す
。
こ

の
時
代
は
、
昨
年
ま
で
足
か
け
３
年

に
わ
た
っ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
大
河
ド
ラ
マ

と
し
て
放
送
さ
れ
た「
坂
の
上
の
雲
」

の
場
面
と
同
時
代
で
、
日
清
・
日
露

戦
争
の
時
代
で
あ
り
、
女じ
ょ

工こ
う

哀あ
い

史し

の

時
代
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
時
代
に

日
本
の
「
わ
び
・
さ
び
」
の
文
化
を

継
承
し
た
臥
龍
山
荘
を
建
築
し
た
河

内
寅
次
郎
氏
は
、
肱
川
や
対
岸
の
冨

士
山
を
借
景
と
し
て
、
四
季
の
移
ろ

い
の
中
で
、
木も
く

蝋ろ
う

貿
易
の
世
界
地
図

を
頭
に
浮
か
べ
て
い
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
臥
龍
山
荘
は
昨
年
、
日
本

全
国
を
紹
介
す
る
世
界
の
観
光
ガ
イ

ド
ブ
ッ
ク
・
ミ
シ
ュ
ラ
ン
ガ
イ
ド
で

一
つ
星
と
し
て
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
臥
龍
山
荘
を
徹
底
的
に
解
説
し

た
「
水
郷
の
数
寄
屋
・
臥
龍
山
荘
」

を
書
店
な
ど
で
販
売
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
大
洲
の
歴
史
を
感
じ
な
が
ら

ご
一
読
く
だ
さ
い
。

︵
８
ペ
ー
ジ
に
紹
介
︶

大
洲
の
歴
史
の
中
の
臥
龍
山
荘

★

★

お
お
ず
の
女
性 

～
輝
い
て
今
～

　
　
平
成
24
年
度
「
大
洲
市
食
生
活
改
善
推
進
協
議
会
総
会
」

　
「
私
た
ち
の
健
康
は
私
た
ち
の
手
で
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
大
洲
市
食
生
活
改

善
推
進
協
議
会
総
会
が
４
月
27
日︵
金
︶、

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

各
支
部
の
ヘ
ル
ス
メ
イ
ト
︵
食
生
活
改

善
推
進
員
︶
が
総
勢
１
９
６
人
集
ま
り
、

昨
年
度
の
事
業
報
告
や
本
年
度
の
事
業

計
画
な
ど
を
協
議
し
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
、
住
民
の
健
康
づ
く
り

と
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
で
地
元

に
根
付
い
た
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

会
の
冒
頭
で
、冨
永
裕ひ
ろ

代よ

会
長
は「
昨

年
は
地
産
地
消
を
テ
ー
マ
に
、
大
洲
コ

ロ
ッ
ケ
な
ど
の
周
知
を
図
っ
た
。
被
災

地
へ
の
義
援
金
も
多
く
集
ま
り
、
今
後

と
も
み
な
さ
ん
の
協
力
を
お
願
い
し
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

　

来
賓
で
出
席
し
た
清
水
市
長
は
「
食

事
を
作
っ
て
食
べ
る
と
い
う
こ
と
は
、

と
て
も
大
切
で
あ
る
。
今
年
完
成
す
る

新
し
い
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
で
は
、
大

洲
産
の
食
材
を
多
く
使
用
し
て
い
き
た

い
。
今
後
は
、
お
い
し
い
と
健
康
が
大

洲
の
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
な
る
よ
う

に
努
め
て
い
く
。
み
な
さ
ん
の
ア
イ
デ

ア
、技
術
力
を
生
か
し
て
も
ら
い
た
い
」

と
述
べ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
こ
こ
ろ
塾
の

村
松
つ
ね
さ
ん
を
講
師
に
﹃
栄
養
・
運

動
・
休
養
で
、
こ
こ
ろ
元
気
に
！
﹄
と

題
し
た
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
村
松

さ
ん
は
「
み
な
さ
ん
は
地
域
や
家
族
の

中
で
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
に
な
る
と
思
う
。

命
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
、
正
し
い
知

識
を
学
ん
で
ほ
し
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

当
協
議
会
は
、
食
育
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
も
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

研修の様子
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まちのわだい

大きく元気に育ってね
～稚アユの放流～

今年も盛況でした
～沖浦観音春季大祭～

交通安全をこころがけましょう
～交通茶屋～

大空を元気に泳ぎました
～大川鯉のぼり川渡し～

　肱川での豊漁とうかいの成功を目的に、稚アユの放
流が肱川如法寺河原で行われました。
　この日放流されたのは約 ２万尾の稚アユで、２１人の
肱南保育所園児たちが放流のお手伝いをしました。園
児たちは「大きく元気に育ってね」と声をかけながら、
稚アユを優しく川に放していました。
　稚アユの体長は ７～ ８センチで、漁の解禁となる ６
月には２０センチ前後に成長するということです。

　国の重要文化財の「木造十一面観音立像」が安置さ
れている長浜町沖浦の瑞

ずい

龍
りゅう

寺
じ

にて、沖浦観音春季大
祭が開催されました。
　この日は晴天に恵まれ、市内外から多くの参拝者が
訪れて、大変なにぎわいとなりました。また、恒例の
餅まきの時間には、境内は参拝者で埋め尽くされ、歓
声と笑顔があふれていました。

　大洲警察署、大洲交通安全協会河辺支部、交通指導
員のみなさんが、河辺支所前で交通茶屋を行いまし
た。これは ４ 月 ６ 日から１５日までの１０日間、「安全は
目配り気配り　思いやり」を統一スローガンに、春の
全国交通安全運動が実施されるのに伴い行われたも
のです。
　交通茶屋ではチラシなどを配布して、運転者にシー
トベルトの着用と、安全運転の徹底を呼びかけました。

　第 ５回目となる大川鯉のぼり川渡しが、大川地区の
大成橋上流で行われました。
　今回は龍馬脱藩１５０年を記念して、龍馬役に扮した
らくさぶろうさんが川を下って登場し、会場を沸かせ
ていました。
　この日は風が強く、２本のワイヤーに設置された約
２００匹の鯉のぼりが大空を元気に泳ぎ、訪れた人の目
を楽しませていました。

４ 月２３日㈪ ４月 ６日㈮

４月17日㈫５月 ３日㈭
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Information

【
開
催
日
時
】

７
月
29
日
㈰
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト

【
開
催
場
所
】

一
級
河
川
肱
川
、
肱
川
緑
地
公
園
ほ
か

【
競
技
種
目
】

　
小
学
生
部
門

▽
男
子
・
女
子
の
部
（
３
～
６
年
生
）

▽
駅
伝
の
部

（
３
人
１
組
、
学
年
・
男
女
混
合
可
）

　
中
学
生
部
門   （
学
年
区
分
な
し
）

▽
男
子
・
女
子
の
部

▽
駅
伝
の
部

（
３
人
１
組
、
学
年
・
男
女
混
合
可
）

　
高
校
生
部
門   （
学
年
区
分
な
し
）

▽
男
子
・
女
子
の
部

▽
駅
伝
の
部

（
３
人
１
組
、
学
年
・
男
女
混
合
可
）

【
競
技
内
容
】

▽
小
学
生
部
門
（
制
限
時
間
50
分
）

ス
イ
ム
１
０
０
㍍　

→　

バ
イ
ク
６
㌔

→　

ラ
ン
２
㌔

▽
中
学
生
・
高
校
生
部
門

　
　
　
　
　

 　
（
制
限
時
間
60
分
）

ス
イ
ム
２
０
０
㍍　

→　

バ
イ
ク
10
㌔

→　

ラ
ン
４
㌔

※�

増
水
時
は
、
デ
ュ
ア
ス
ロ
ン
（
ス
イ
ム

を
ラ
ン
に
変
更
）
と
し
て
実
施
予
定

　
第
18
回
大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

【
定　

員
】

１
５
０
人
（
各
部
門
の
合
計
）

【
参
加
費
】
１
０
０
０
円

（
駅
伝
は
１
チ
ー
ム
３
０
０
０
円
）

※
納
入
期
限
７
月
５
日
㈭
午
後
５
時

【
申
込
期
間
】

６
月
１
日
㈮
～
29
日
㈮

　
　
（
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
）

【
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先
】

〒
７
９
５・
０
０
１
２

大
洲
市
大
洲
８
９
１
番
地
１

大
洲
市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課
内

大
洲
ジ
ュ
ニ
ア
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
大
会

実
行
委
員
会
事
務
局

☎
㉔
１
７
３
４

☎
㉔
２
１
１
１
（
内
線
７
７
２
７
）

FAX
㉓
５
７
６
０

う
か
い
シ
ー
ズ
ン
ス
タ
ー
ト

　

今
年
も
６
月
１
日
㈮
よ
り
、
大
洲
の

夏
の
風
物
詩
う
か
い
が
始
ま
り
ま
す
。

　

大
洲
の
う
か
い
は
、
鵜う

船ぶ
ね

を
屋
形
船

が
取
り
囲
み
、
鵜
が
ア
ユ
を
捕
る
姿
を

手
が
届
き
そ
う
な
く
ら
い
の
距
離
で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ぜ
ひ
、
郷
土
の
誇
る
伝
統
文
化
「
大

洲
の
う
か
い
」
を
親
し
い
仲
間
や
ご
家

族
で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

○
夜
う
か
い

【
実
施
期
間
】

６
月
１
日
㈮
～
９
月
20
日
㈭

【
観
覧
時
間
】

午
後
６
時
30
分
～
８
時
30
分　

【
乗
船
場
】

う
か
い
レ
ス
ト
プ
ラ
ザ
ま
た
は

如
法
寺
河
原

【
下
船
場
】
大
洲
城
下

【
料　

金
】

▽
小
型
船
（
定
員
10
人
）　

２
万
６
２
５
０
円

▽
大
型
船
（
定
員
18
人
）

３
万
６
７
５
０
円

▽
案
内
人
付
乗
合
船

大
人
（
中
学
生
以
上
）�

３
５
０
０
円

子
ど
も
（
５
歳
以
上
）�

２
０
０
０
円

【
う
か
い
サ
ー
ビ
ス
デ
ー
】

　

６
月
１
日
、
６
月
・
７
月
・
９
月
の

毎
週
水
曜
日
、
９
月
20
日
は
、
貸
切
船

料
金
の
割
り
引
き
が
あ
り
ま
す
。

○
昼
う
か
い

【
実
施
期
間
】

６
月
～
９
月
の
毎
週
日
曜
日
お
よ
び

８
月
13
日
～
15
日
（
お
盆
）

【
観
覧
時
間
】

正
午
～
午
後
１
時
30
分

【
乗
船
場
】
如
法
寺
河
原

【
下
船
場
】
大
洲
城
下

【
料　

金
】

▽
小
型
船
（
定
員
10
人
）

１
万
５
０
０
０
円

▽
大
型
船
（
定
員
18
人
）

２
万
３
０
０
０
円

▽
案
内
人
付
乗
合
船　

大
人
（
中
学
生
以
上
）�

２
５
０
０
円

子
ど
も
（
５
歳
以
上
）�

１
５
０
０
円

【
案
内
・
申
し
込
み
先
】

大
洲
ま
ち
の
駅
「
あ
さ
も
や
」

☎
㉔
７
０
１
１
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